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鉄系超伝導体で実現している超伝導対称性の候補の一つに、符号反転s波 (8土波)超伝導があ

る。符号反転s波超伝導とは、超伝導ギャップがフェルミ面上すべての領域で開いているという意

味でs波超伝導的であり、かつ、フェルミ面間では超伝導秩序変数の符号が異なるという超伝導

である。一方、最近は鉄系超伝導体の超伝導転移温度乙の非磁性不純物に対する耐性の強さから

符号反転を伴わない九十超伝導の可能性も議論されている [1]。

ギャップの符号反転を判別する実験手段としては、従来から中性子散乱が注目されてきた。中性.

子散乱実験においては、 Z以下になると、フェルミ面のネスティング・ベクトル近傍の波数の特定

のエネルギー領域において、スピン感受率の増大が見られている。ギャップの符号反転を伴う s土

波超伝導ではこのようなピーク構造が出ることが期待され、 S土波超伝導の証拠のーっと考えられ

て来た。一方、 Onariらは、準粒子のダンピング効果を考慮することによって、 8++波でも実験結

果は説明可能であることを提唱した [2]。

我々は今回、 16384x 16384までの大きな波数メッシュを採用することにより、ギャップの大き

さやダンピングの強さ等のパラメータを広い範囲で変化させ、詳細に調べた。その結果、ネスティ

ング・ベクトルの波数では、パラメータ依存性により、 8土と 8++の差異を実験で、はっきりと区別

することは難しいことがわかった。しかしながら、フェルミ面のネステイング・ベクトル以外の波

数に大きな差が見出されることもわかった。ギャップの符号反転に起因してネスティング・ベクト

ルでスピン感受率のピークが出る S土の場合、他の波数においてはピーク構造はほとんど見出され

ないのに対して、準粒子ダンピング効果によってピーク構造が得られる 8++においてはネスティ

ング・ベクトル以外の波数においても同様のピーク構造が見られることがわかった。この差異を

利用してギャップの判別を行うことを提案する [3]。
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